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浪速区医師会
クラウドファンディング物語

文責／久保田泰弘（学 36期）

j i n s e n - p a r k

　readyforのチューターの鈴木さんは、最初に、クラファ
ンは基本的に当事者である我々が本気になって広報しな
いと何も始まらない、という話から始められた。あくまで
readyforさんは、様 な々提案と、サイト構築、パンフ制作、
データ分析はしてくれるけれども、実際に広報活動を行
うのは我々であることを、しっかり自覚してほしいと。そし
てａｌｌ ｏｒ ｎｏｔｈｉｎｇ方式で、達成額に達しなければ全額
返金となり、失敗に終わると言われた。
　その後、２０２６年１月の達成報告まで計１７回、Web
ミーティングが開催され、２０２５年７月からの理事会でも
６ヶ月にわたり毎回協議された。トータルで２３回協議され
たことになる。
　第１回目のミーティングで、計画のグランドデザインが
発表された。

　まず、「浪速区医療ＤＸ」のコンセプトとして、浪速区
の医療機関をひとつの総合医局のようなクラウドとして捉
え、共通に診ている患者がいれば、チャット機能を通じ
て連携できるシステムである、という内容のパンフと動画
を作成し、それを地区医師会員等に説明していくコンテ
ンツとした。
　まずは、今回のクラファンにあたって理事全員の協力
を得るために、浪速区をエリア別に７班に分け、それぞ
れのグループで班長を決め、地区医師会員全員に、地
区の班長が各医療機関を訪問して説明に行くことを決
めた。
　その際、readyforのサイトに各医療機関の特色と写
真を載せ、「浪速区医療列伝」として掲載する案が出た。
これは、１０月２９日から１２月２６日の終了までの間、毎週
継続された。
　また、地区医師会の各医療機関に、先生方の友人や、
理解してくれそうな患者様への支援依頼もお願いした。
　そして、大阪府下の大学病院、医師会員の医局、
単科医会、同門会、同窓会など、それぞれ誰が広報
するかを協議した。

　また、２０２５年度に浪速区役所１００周年に寄付があっ
た資料をもとに武市区長に相談に行ったところ、ほとんど
納税協会の理事が関わっていたことがわかり、紹介して
いただいた。
　そして、早速、浪速区ライオンズクラブの役員会に呼
んでいただき、クラファンの説明会を行わせていただいた。
当会副会長の徳田先生の父上もライオンズのメンバー
で、ご紹介していただいた。その後、事務方と手分け

　２０２５年５月１４日の在宅連携協議会では、現在、浪
速区医師会内で２０１６年より稼働してきた「Ａケアカード
システム」について、様々な機能の追加・変更の提案
が議論の中心になっていた。在宅医療を中心に広がっ
てきたこのシステムは、基本的にＰＣで利用することが多
く、またデジタルでの入力が必須なので、紙カルテ派の
医療機関には利用が困難であった。したがって、主に
利用している医療機関は、浪速区全体の約３分の１程
度に留まっていた。
　そもそも、このシステムを２０１６年に導入できた背景に
は、浪速区役所からの資金支援があった。当時の玉置
区長が、何度も当時の吉村市長に交渉に行ってくださり、
またシステム構築に向けての協議会に何度も参加してい
ただいた結果、完成したシステムである。
　当時、区役所から１６００万円の支援があった。
　そもそも、このようなシステムでは１０年が経過すれば
新システムに入れ替える時期に来ている。当時の協議
会での積立金だけでは１５０万円程度であり、システムを
再構築するためには、少なくとも１０００万円程度は必要
であるとの試算が出されていた。
　その月の医師会理事会では、一部の利用者のために
医師会から出資することには反対であるという意見が散
見された。

　その後の協議会で、愛染橋病院地域連携室の中川
氏から、クラウドファンディングで資金調達してみてはどう
かとの提案があった。いずれ病院でも資金調達にクラファ
ンを活用する可能性を検討していたため、資料提供が
あった。readyforさんは、医療・福祉に関しても著名な
クラウドファンディングの会社で、病院での救急車や３次
救急の資金調達など、過去に様々な達成実績を持って
いた。
　それを理事会に持ち帰り提案したところ、理事全員の
賛同を得られた。
　そして７月１６日、第１回目のクラファンミーティングで面
食らうことになる。

して各企業にクラファンの趣旨のメールを送った。
　また、大阪医療センターの松村院長（元大阪大学医
療情報部教授）、ＯＲＣＡ管理機構副社長の上野智明
氏、ＭＩＣＴコンサルティング代表の大西大輔氏にそれぞれ
応援メッセージをいただき、readyforのサイトで広報した。

　予定では２０２５年９月から開始されるはずであったが、
なんと過労が重なり、当会の事務長が緊急入院となった。
そこで、クラファン開始を１０月末からに延期していただ
いた。９月からのＷｅｂミーティングでは、藤吉副会長、
入野理事の協力もあり、返礼品が決まっていった。浪速
区ならではの品、木津市場のお漬物、旬の品、よしもと
のお笑い観劇券、センタラグランドホテルの食事券等が
決められた。
　いよいよ１０月２９日からクラファンがスタートした。

　そこからの readyforの鈴木さんのコーチングがすご
かった。過去の他のクラファンのデータと比べて、支援
金別の達成のための予測人数や、Googleアナリティクス
を用いたサイト訪問者数、ＱＲコードから実際に支援に
至った人数、訪問者の推移などを教えてくれた。
　そして毎回、次週に向けて何をすべきか提案があっ
た。たとえばインフルエンザが流行っていたときは、注意
喚起の広報をしたりした。そして開始後２０日目で１０００
万円を達成した。その後もセカンドゴールを２０００万円に

設定し、クラファンは継続した。富永病院、なにわ生野
病院、愛染橋病院、大野記念病院など、病院からの
支援も大きかった。
　また、医療機器メーカーや、ある患者さんからの高額
支援も大きかった。

　今回のクラファンにおいて、大勢の方の協力を得られ
たことに大変感謝している。それだけではなく、普段あ
まり会うことのない浪速区医師会員の医療機関に理事が
訪問し、直接会員の声を聞けたことは、当会にとって大
きな財産となった。
　この先、厚労省の医療ＤＸでは、標準型電子カルテ
の導入が予定されており、３文書６情報を全国医療情報
プラットフォームにデータ転送することを義務化しようとして
いる。我々の浪速区医療ＤＸを用いれば、紙カルテのま
までも、情報をアップロードすることが可能になる。年配
の先生方では、まだまだ紙カルテを利用している機関も
多く存在する。
　我々は、医療ＤＸにおいて、ひとりも見捨てない医師
会を目指している。
　今回、クラファンを当会でやってみて、勉強になったこ
とが極めて多かった。各会員が自主的に支援してくれた
ことで、寄付方式とはまったく違った財産を得ることがで
きたと考えている。ご支援、ご協力していただいた皆さ
ま方、本当にありがとうございました。
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スキー部ＯＢ 塗 隆志先生（学５２期）
母校形成外科学教室
教授就任記念祝賀会を開催

文責／武部 健（学 52 期）

j i n s e n - p a r k

授業カリキュラムを工夫してほしい」といった声があり、
部活に真剣に取り組む学生たちの熱意が伝わる場面と
なりました。若い世代が積極的に意見を述べる姿に、ＯＢ・
ＯＧからは温かい拍手が送られ、世代を超えた交流の
広がりを感じるひとときとなりました。
　さらに、複数の先生方から、教授選にまつわる話や、
塗教授の学生時代のエピソード、これまで積み重ねてこ
られた努力に触れる温かな言葉が寄せられました。長
年にわたり多くの方が、見守ってこられたからこそ生まれ
る言葉の数 に々、参加者は深く聞き入っていました。 また、
後輩のＯＢが、学生時代に塗先生からいただいたグッズ
を持参しており、当時の思い出を懐かしそうに語る場面
もありました。こうした姿からも、塗教授が世代を超えて
慕われてきたことが自然と伝わってきました。
　会の途中では、筆者が突然ご指名を受け、祝辞を述
べる場面もありました。思いがけない役割に緊張しつつ
も、同期としての喜びと敬意を込めて言葉をお伝えしまし
た。あの場の温かな空気の一端を担えていたなら、うれ
しく思います。
　また、祝賀の気持ちを込めて、記念品として “スキー
ヤーの刺繍が施されたネクタイ” をお贈りしました。塗教
授には、今後の学会や公式の場で身につけていただけ
れば、幹事としてこれ以上うれしいことはありません。
　祝賀会の準備を進める中で、多くの方と連絡を取り合
いながら、スキー部のつながりの強さを改めて感じる機
会にもなりました。当日は皆さまが笑顔で過ごされている

　２０２５年１２月１４日、リーガロイヤルホテル大阪にて、
スキー部ＯＢ 塗 隆志先生（学５２期）の母校形成外科
学教室教授就任を記念し、祝賀会を開催しました。当
日は、現役学生から大先輩まで幅広い世代のＯＢ・ＯＧ
が集まり、総勢５４名が参加しました。これは、塗先生
の温厚で誠実なお人柄、そして長年にわたり築かれてき
た厚い人望によって、多くの方が「ぜひお祝いしたい」
と足を運ばれた結果であると思います。会場では、久し
ぶりの再会を喜ぶ声があちこちで上がり、スキー部なら
ではの温かい雰囲気が会場全体に広がりました。
　司会は藤岡大也先生（学５３期）が務められ、軽快
な語り口と絶妙な進行で会場を盛り上げてくださいまし
た。スキー部の思い出話や、同じ時期にスキー部で活
動した者ならではのエピソードも織り交ぜながら進む祝賀
会は、終始笑顔の絶えない和やかな時間となりました。
　現役学生からは、塗教授へ前向きなお願いが寄せら
れました。「スキー合宿や３月の大会に参加できるよう、

様子を拝見し、幹事として大変うれしく思いました。さら
に後日、年賀状で「良い会だった」「準備をありがとう」
といった温かい言葉を数多くいただき、幹事を務めて本
当に良かったと感じました。
　塗教授の新たな門出を、スキー部一同心よりお祝い
申し上げるとともに、今後ますますのご活躍をお祈りいた
します。
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この度、梶川 博先生（特別会員）が、「脳神経外科学大全 －基礎から臨床へ導く体系的ガイド－」を発刊されましたので
ご紹介させていただきます。

脳神経外科学大全
― 基礎から臨床へ導く体系的ガイド ―

　発　刊　（株）金芳堂
　価　格　6,000 円（税込み）

「ちゃんと知りたい偽痛風」

文責 /井尻慎一郎（学 31期）

　神戸の学３１期の井尻整形外科の井尻慎一郎です。
２０２６年３月に日本医事新報社の電子コンテンツ「ちゃん
と知りたい偽痛風」が発売されたのでお知らせいたします。

判　型：Ｂ５判　頁数：３４頁、図２０点、表１５点
発行日：２０２６年３月４日
価　格：２,２００円（税込）

内容紹介です。
●痛風に似た関節炎として知られる偽痛風について、臨
床現場で生じやすい疑問を整理し、診断と対応のポイン
トをわかりやすく解説しました。

●偽痛風を“急性単関節炎の鑑別”という実臨床の流
れの中で整理し、診断に必要な考え方を解説。高齢者
に突如生じる関節炎を前に、痛風や感染性関節炎との
違いをどのように考えるか、見逃されやすい病態としての
特徴を踏まえて整理しています。

●診断の中心となる関節液検査に焦点を当て、関節穿
刺の重要性と偏光顕微鏡によるCPP結晶の確認を軸に、
診断に至るプロセスを解説。X 線検査での石灰化陰影
の読み方も含め、関節液所見と画像所見を組み合わせ
た診断のポイントを具体的にまとめています。

●発症機序や再発の特徴、対症療法の考え方にも触れ
ながら、臨床で遭遇する偽痛風の全体像を整理。急性
関節炎の診療で重要となる感染性関節炎との鑑別にも重
点を置き、診断で迷わないための実践的な内容となって
います。

【目次】
1．偽痛風とは？
2．偽痛風の診断法と特徴
3．治療
4．痛風・偽痛風・感染性関節炎の鑑別診断
5．痛風のミニ知識と筆者の苦い経験
6．最後に
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書籍発刊のご報告

文責 /国立成育医療研究センター総合診療科　
　　　永井 章（学 38 期）

　このたび、当院総合診療部の窪田統括部長とともに編
集・作成いたしました 『診断エラーを防ぐ ～ 小児科の落
とし穴』についてご報告申し上げます。
　正しい診断は、どのようなケースにおいても患者さんの
苦痛の軽減・消失につながる治療に不可欠なものであり、
その重要性は小児科医として経験を重ねるほど強く実感
してまいりました。正しい診断ができるようになるにつれ、
その“アンチテーゼ”ともいえる診断エラー、そしてそれ
をいかに回避するかというテーマに自然と関心が向かうよ
うになりました。
　退官が近づく中で、これまでの経験や学びを一冊の本
としてまとめたいという思いが芽生えた折、オール成育医
療研究センターとして本書を発刊することができました。
　本書は、小児科診療における診断エラーの回避を主
眼に一貫して記載した書籍であり、同様の視点でまとめら
れた類書は乏しいかと思います。内容としては、総論で
問診・診療姿勢・身体診察・検査を取り上げ、各論で
はさまざまな徴候について、診断エラーが生じやすいポイ
ントを踏まえた基本的な診療姿勢、鑑別診断、家族への
説明、症例提示などを盛り込んでいます。小児科診療に
おいて、こうした視点から体系的にまとめた書籍はユニー
クであり、日常診療にもお役に立てる部分が多いものと考
えております。診断に必要なことは、経験と知識を積み重
ね、常に研鑽を続けることであり、その豊かなバックグラウ
ンドをもとに、目の前の患者さんの病状を俯瞰し、動的か
つ広いフレームで診療する姿勢を意識した構成といたしま
した。実際の症例やピットフォールも示されており、さらに、
随所に示されるコラムもとても興味深く読んでいただけると
思っております。本書を通じて、診療姿勢の重要性、そ
して「人と医学に誠実に向き合う」という思いを改めて深
くすることができ、本書が受け継がれる小児科診療のパー
ル集になることができればと心から願っている状況でもあり
ます。著者の多くは、日頃より信頼を寄せている成育医
療研究センターの各専門診療科の先生方であり、さらに、

多くはかつて私とレジデントと指導医の立場で関わらせて
いただいた各専門分野で活躍されている当院レジデント
卒業生の先生方でもあり、本書籍の執筆者のメンバーと
してみんなで揃って名を連ねることができたことは、私にとっ
て望外の喜びでした。
　本書の構想から発刊に至るまでには、小児科医として
大学医局から成育医療研究センター総合診療科に至るま
で多くを学ばせていただいたこと、そしてその基礎を大学
医局時代に培わせていただいたことが大きな支えとなりま
した。心より感謝申し上げます。今回、大変僭越ではご
ざいますが、本書発刊のご報告と、これまでご指導いた
だいた仁泉会の先生方への感謝を込めて、ここにご報告
申し上げます。

〈 amazonリンク〉

「診断エラーを防ぐ
  ～小児科の落とし穴～」

　出版社　中山書店／ 296 頁

それ以前の問題

Over The Counter

心得

機動戦士ポン太ム（学31期）

まんが 第79回
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名称 とのむらクリニック
住所 〒582-0009
 大阪府柏原市大正３-２-３１ ２Ｆ
電話 072-971-5515
FAX 072-971-5517
診療科目 内科・循環器内科
診療時間 月・火・木～土曜 08:45~12:00
 月・火・木・金曜 16:30~19:00
 ※午前受付 11:30 まで
 　午後受付 18:30 まで
休診日 水曜日、土曜日午後、日曜日、祝日
ホームページ https://tonomura-cl.com/ 
仁泉会の先生方に一言
 地域のかかりつけ医として、尽力して

参ります。よろしくお願いします。

外村 大輔先生（学 55 期）
開業しました！

名称 えさき眼科小児科
住所 〒511-0863
 三重県桑名市新西方二丁目２８４ 番地
電話 0594-41-3120
FAX 0594-41-2687
診療科目 眼科、小児科、アレルギー科
診療時間 眼　科： 月曜～土曜 9:00-12:00
  月曜～木曜 13:30-16:30
 小児科： 月曜～日曜 7:30-12:00
   （日・祝日は9:30 まで）
  月曜～木曜 13:30-16:30
休診日 眼科：日・祝日は休診
ホームページ https://esaki-eye-kids.com
仁泉会の先生方に一言
 たいへんお世話になります。
 よろしくお願いします。

江﨑 雄也先生（学 59 期）
開業しました！

名称 よしだ内科・呼吸器内科クリニック
住所 〒567-0887
 大阪府茨木市西中条町３番４１号
 ＹＭ１７ビル １０２号室
電話 072-645-4159
FAX 072-645-4160
診療科目 一般内科、呼吸器内科
診療時間 月曜～土曜  9:00~12:30
 月・火・木・金曜 16:00~19:00
 ※午前の最終受付：直接来院される
 　方は初診・再診 12:00
 ※午後の最終受付：直接来院される
 　方は初診・再診 18:45
休診日 水曜午後、土曜午後、日曜、祝日
ホームページ https://yoshida-kokyuki.jp/

吉田 修平先生（学 55 期）
開業しました！

令和８年度第１回理事会

日　時： 令和８年５月１６日（土）
   午後３時から
場　所： 母校 新講義実習棟４階
　　　　特別応接会議室
出席者：１７名

【報告事項】
　１．物故者　７名
　２．入学式
　　　令和８年４月４日（土）
　３．医学部歌制定について
　４．その他

【協議事項】
　１．議事録署名者の件　理事長及び出席監事
　　　可決承認
　２．令和８年度免除会員の件　可決承認
　３．令和７年度収支決算（案）の件　可決承認
　　　監査報告
　４．令和７年度事業報告（案）の件　可決承認
　５．令和８年度収支予算（案）の件　可決承認
　６．令和８年度総会運営の件　可決承認
　７．１００周年記念事業の件　継続審議
　８．第３４回全国私立医科大学同窓会連絡会
　　　「西部会」運営の件
　　　令和９年９月２５日（土）可決承認
　９．次回理事会の件
　　　令和８年５月３１日（日）
　　　午後１２時３０分から　可決承認

理事会開催報告
令和８年度第２回理事会

日　時： 令和８年５月３１日（日）
　　　　午後１２時３０分から
場　所： ホテルグランヴィア大阪 ２０階
　　　　クリスタルルーム
出席者：２４名

【報告事項】
　１．物故者　６名
　２．評議員会総会出席者
　３．令和８年度総会出席報告

【協議事項】
　１．議事録署名者の件　理事長及び出席監事　
　　　可決承認
　２．令和８年度総会運営の件　可決承認
　３．次回理事会の件
　　　令和８年７月１８日（土）
　　　午後３時から母校開催　可決承認
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高医２０期　村田夏樹先生

令和８年４月１３日、誤嚥性肺炎のためご逝去（９８歳）。
昭和２６年卒。
母校卒業後、医学博士号を取得され、高知赤十字病院、
神戸中央市民病院でのご勤務を経て、昭和４８年４月に
芦屋市にてご開業され、地域医療の発展に尽力されま
した。
ご遺族　長男　直樹様

学部１期　小延知暉先生

令和８年１月１３日、急性大動脈解離のためご逝去（９９歳）。
昭和２７年卒。
母校卒業後、奈良県五條市にて南和会大川橋診療所
をご開業され、地域医療を支えておられました。
ご遺族　子　俊文様

学部８期　有坂 卓先生

平成３０年１月２９日、肺炎のためご逝去（８７歳）。
昭和３４年卒。
母校卒業後、南あわじ市にて有坂眼科医院をご開業さ
れ、地域医療に貢献されました。
ご遺族　妻　せつ子様

学部８期　江村正信先生

令和７年８月２５日、パーキンソン病のためご逝去（９０歳）。
昭和３４年卒。
母校卒業後、大阪市立大学内科学教室に入局。その
後、桃山市民病院でのご勤務を経て、昭和４３年富田
林市にて江村医院をご開業され、地域医療の発展に尽
力されました。
ご遺族　妻　悦子様

学部１０期　竹内邦夫先生

令和８年１月３日、老衰のためご逝去（９１歳）。

次の会員が亡くなられました。
慎んでご冥福をお祈り致します。

事務局編集係

昭和３６年卒。
母校卒業後、長岡京市にて竹内内科医院をご開業さ
れ、地域医療を支えておられました。

学部１０期　渡辺𠮷将先生
令和７年１１月１５、心不全のためご逝去（９１歳）。
昭和３６年卒。
大阪薬科大学卒業後、大阪医科大学に入学されました。
母校卒業後、勤務医を経て、大阪市東成区等で耳鼻
咽喉科医院を２カ所ご開院され、地域医療に貢献され
ました。
ご遺族　妻　佳余子様

学部１７期　増本鐵郎先生

令和８年２月１４日脳出血のためご逝去（８２歳）。
昭和４３年卒。
母校卒業後、大阪医科大学第二外科教室に入局。昭
和５１年に大学再編により、一般消化器外科教室に入
局。その後、昭和５５年に堺市にてご開業され、地域
医療の発展に尽力されました。
ご遺族　妻　豊子様

学部１９期　清水達夫先生

令和８年１月３０日、悪性神経膠腫のためご逝去（８３歳）。
昭和４５年卒。
母校卒業後、母校の精神科学教室に入局、昭和５４
年に講師をお務めになられました。その後、昭和５８年
財団法人川越病院に副医院長としてご着任されました。
平成８年より同病院院長、理事長に就任され、地域医
療を支えておられました。
ご遺族　長男　英毅様

学部２０期　平野優子先生

令和８年４月１９日、ご逝去（７９歳）。
昭和４６年卒。
母校卒業後、大阪大学医学部耳鼻咽喉科教室に入局
されました。その後、豊中市民病院でのご勤務を経て、
伊丹市にて杉安病院をご開業され、地域医療に貢献さ
れました。
ご遺族　夫　敏行様

学部 22期　窪田隆裕先生

令和８年１月２１日、ご逝去（７６歳）。
昭和４８年卒。

母校卒業後、同年９月、大阪医科大学助手（生理学）
に就任されました。昭和５２年９月からは米国エール大
学医学部生理学教室へ留学され、昭和５４年１１月に医
学博士号を取得されました。昭和５５年１月に大阪医科
大学講師となられ、その後、北野病院、中町赤十字
病院の内科勤務を経て再び大学へ戻られ、昭和６２年
１月には大阪医科大学講師（生理学）に就任されました。
平成８年１月、大阪医科大学生理学第二講座教授に就
任され、長年にわたり教育・研究にご尽力されました。
平成２６年４月には大阪医科大学名誉教授の称号を授
与されました。
ご遺族　妻　徳美様

学部２３期　新宅敬夫先生

令和８年３月１０日、急性心不全にてご逝去（７８歳）。

新入生・保護者の皆様への仁泉会紹介と
入会のお願いをいたしました。

　令和８年度新入生オリエンテーションに中野隆史
常任理事が出席し、新入生に対して仁泉会の概
要や活動内容を紹介するとともに、入会を呼びか
けました。
　また、ＰＡ会（保護者会）には上野豊理事長が

出席し、保護者の皆様に仁泉会の沿革および活
動内容について説明を行いました。
　仁泉会では、学生および保護者の皆様に本会
への理解を深めていただけるよう、今後もさまざま
な機会を通じて入会促進に取り組んでまいります。

昭和４９年卒。
母校卒業後、平成元年より新宅医院にてご勤務されて
おられました。平成１５年同病院院長に就任され、地域
医療の発展に尽力されました。
ご遺族　実弟　治夫様

学部２５期　多田秀樹先生

令和７年１２月２３日、下咽頭癌のためご逝去（７６歳）。
昭和５１年卒。
母校卒業後、大阪医科大学第二内科教室に入局。そ
の後、医学博士号を取得されました。平成４年には同
教室の講師をお務めになられました。平成９年からは京
都博愛会病院の副院長に就任され、地域医療を支えて
おられました。
ご遺族　妻　万砂子様
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　北海道の友人の話では、北海道でぶりが取れるよう
になったが北海道の人はぶりの料理の仕方を知らない、
また鱧も取れるようになったが北海道の鱧は水温が低い
せいか脂がのっていてうなぎのようだ、と言います。野
菜や果物はハウス栽培で旬の時期に関係なく供給され
て季節感が失われています。一方で産地が変わってき
ています。地球の温暖化は日常生活にも影響を及ぼし

ています。気候にも大きな変化が起こっています。暖冬
に酷暑、雨が降ると熱帯地方のスコールのような激しい
降り方です。今、世界中を熱狂の渦に巻き込んでいるサッ
カーですが空調の設備のあるスタジアムは一部のみで選
手や観客の暑さ対策が叫ばれています。今年の夏は猛
暑を超えて酷暑になると予想されています。皆様、暑さ
に負けず夏を乗り切りましょう。 　　　　　　　　（HM）

編 集 部 よ り

会費納入のお願い

原稿募集のお知らせ

年会費
令和 7年度　10，000 円
令和 6年度　10，000 円
令和 5年度　10，000 円
納入のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　事務局　会計係

仁泉会ニュースの原稿を募集しております。日々の診療
で感じられた事、研究報告、趣味のお話やクラス会や支
部会のご報告なんでも結構です。
ご投稿お待ちしております。

●５７巻４号（令和８年９月１日発行）
　締切　令和８年７月末日

●送付先：仁泉会事務局　〒569-8686　高槻市大学町 2-7
E-mail：jimu@jinsenkai.net　　FAX:072-682-6636

大阪医科大学学歌が医学部歌となりました！

　このたび、大阪医科大学学歌は、大阪医科薬科大学医学部歌として位置づ
けられることとなりました。
　多くの卒業生に親しまれてきた学歌が、医学部の歌として今後も受け継がれて
いくこととなりますので、会員の皆様にご報告申し上げます。

　大阪医科薬科大学の学歌は大学のホームページでお聴きすることが出来ます。
　「大阪医科薬科大学　学歌」で検索。

＜石川県支部＞
　前支部長　　　喜多 徹先生（学 24 期）
　　　　　　　　　↓
　新支部長　　　木村寛伸先生（学 34 期）

＜岡山県支部＞
　前支部長　　　小出尚志先生（学 28 期）
　　　　　　　　　↓
　新支部長　　　渡辺英臣先生（学 31 期）

支部長交代のお知らせ お詫びと訂正
　仁泉会ニュース第５７巻第２号３５頁「堺支
部新支部長」におきまして、氏名の表記に誤り
がございました。
　正しくは、下記のとおりです。

＜堺支部＞
　新支部長 （正） 吉岡卓治先生（学 30 期）

　ご迷惑をおかけいたしましたことを、紙面を
お借りして深くお詫び申し上げます。
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継承医師募集
新林内科医院（しんばやしないかいいん）

所 在 地： 〒472-0017　愛知県知立市新林町新林 40-6
交　　通： JR 東海道線 東刈谷駅より徒歩 20分／
 東海道新幹線 三河安城駅まで車で数分
開　　業： 1995 年 5月
標榜科目： 一般内科・小児科・皮膚科・リハビリテーション科
業務内容： 一般外来、発熱外来、訪問診療、往診、地域検診、予防接種 等
連 絡 先： TEL 0566-82-2616　FAX 0566-83-6621

お問い合わせ：神谷 鋓彦（学 14期）

地域に根ざした診療を継承いただける医師を募集いたします。


